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木綿を漂白するには晒粉が広く使用されているか，晒

粉よりも安定度高く，參透性に富み，用法簡便な次亜塩

素酸ソーダが商品化されたので，次のような実験を試み

た。

1）次亜塩素酸ソーダ水溶液の濃度か 布地に及ぼす影

響。^）漂白処理時間の布地に及ぼす影響。3）漂白温度

の布地に及ぼす影響。4）漂白後処理の影響。5 ）洗肺剤

との混用による布地への影響などである。

試験布には充分糊ぬきした未晒木綿を使用した。次亜

塩素酸ソーダは規格に基づく水溶液にして使用し，処理

の途中は漂白斑の生成を防ぐため時々攬絆し，処理後は

塩素臭気のなくなるまで完全に水洗し，乾燥，アイP  V

掛けした試験布の白度と強仲度とを測定し，対照のもの

と比較検討した。


